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宇治十帖スタンプラリー
　
十
一
月
十
七
日
前
の
「
紫
式
部
文
学
賞
」
・
「
紫
式
部
市
民
文
化

賞
」
‘
の
受
賞
式
ま
で
、
い
よ
い
よ
あ
と
１
ヵ
月
余
り
と
な
り
ま
し

た
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
賞
の
創
設
と
市
制
施
行
四
十
周
年
を
記

念
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
源
氏
ろ
ま
ん
町
」
の
一
環
と
し
て
、
宇
治
十
帖

の
古
跡
を
巡
る
「
宇
治
十
帖
ス
’
ダ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
秋
空
の
Ｔ
、
じ
っ
く
り
歩
い
て
み
れ
ば
。
住
み
慣
れ
た
こ
の
ま

ち
に
も
き
っ
と
ま
た
新
た
な
発
見
が
あ
る
は
ず
。
参
加
は
無
料
・

自
由
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

浮舟

コース略図

この表紙のスタンプ帳を持

って宇治のまちを歩こう！

印は宇治十帖の古跡

これが新しい宇治橋だ！

16日(水)から文化センターで模型を展示

　
現
在
、
宇
治
橋
の
架
け
替
え

工
事
が
進
め
β
れ
て
い
‘
’
ヂ
が
、

こ
の
程
、
京
都
府
宇
治
土
木
事

務
所
が
新
宇
治
橋
の
模
型
を
作

製
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
新
し
い
宇
治
橋
を
見
て
い
た

だ
ぐ
た
め
、
十
月
土
〈
日
團
か

ら
文
化
セ
ン
タ
上
階
ロ
ビ
ー
・

1
0
月
1
3
日
～
1
9
日
は
行
政
相
談
週
間

新宇治橋の模型

　縦92cm、横262cm. 高さ(台含む)110<:tn

１
こ
の
模
型
を
展
示
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
宇
治
橋
は
平
成
七

笙
八
月
ご
ろ
開
通
、
そ
の
後
旧

橋
の
撤
去
な
と
が
行
わ
れ
、
平

成
九
年
三
月
に
完
成
す
る
予
疋

で
す
。

▼
行
政
相
談
所
を
開
設

　
十
月
十
三
日
か
ら
十
九
日
は

　
「
行
政
相
談
週
間
」
。
こ
れ
は
、

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
か
受
け
付
け
て
、
そ

の
解
決
や
実
現
を
図
る
「
行
政

相
談
制
度
」
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
、
利
用
し
て
い
た
だ
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
市
で
も
こ
の
期
間
中
に
、
次

の
と
お
り
、
行
政
相
談
所
を
開

設
し
毒
ｙ
。

▽
1
0
月
1
7
日
閑
、
午
前
1
0
時
～

　
午
後
４
時
＝
市
役
所
市
民
相

　
談
室

▽
1
0
月
1
8
日
吻
、
午
前
1
0
時
～

　
午
後
４
時
＝
囲
一
小
倉
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
国
や
府
・
市
を
は
じ
の
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
公
団
な
ど
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
や
相
談
ご
と
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相

談
委
員
が
、
親
切
に
迅
速
に
応

じ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
日
に
限
ら
す
、

毎
月
第
三
木
曜
日
に
市
役
所
市

民
相
談
室
で
行
政
相
談
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
左
表
の
行
政
相

談
委
員
の
自
宅
で
も
、
随
時
、

相
談
鷺
客
に
付
け
ま
ず
。

　
い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
'
I
手
一
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行政相談委員(敬称略)

瀬
田

佐
江
子

増

井

繁

一

松

本

登

氏

名

宇
治
東
内
23

伊
勢
胃

北
9i」

213

五
ヶ

庄

－
－－
番

割

10

住

所

21
　１
２
７
２
６

20
１
０
１
２
４

31
　１
８
３
８
５

電
話
番号

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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■
1
0
月
1
9
日
～
～
1
1
月
4
日
の
　
　
土
・
日
・
祝
・
休
日
に
開
催
■

(三室戸寺内)

〈
開
催
日
〉

　
1
0
月
1
9
日
出
・
2
0
日
面
・
2
6
日

甲
2
7
日
皿
、
Ｈ
月
２
日
出
・
３

Ｈ
一
句
・
４
日
㈲

　
ぐ
　
　
ぐ

〈
コ
ー
ス
〉

１
基
本
コ
ー
ス
（
宇
治
十
帖
コ
ー

　
抒
約
ｙ
＼
)

Ｊ
姫
一
’
喋
い
旨
角
‥
徊
蕨
い

宿
木
、
東
屋
、
浮
舟
、
蜻
蛉
、
手

’
ｆ
に
　
　
う
き
は
し

習
、
夢
の
浮
橋
、
観
光
セ
ン
タ
ー

　
（
宿
木
の
ス
タ
ン
プ
は
、
道
路
事

情
な
ど
の
都
合
に
よ
り
。
観
光
セ

ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
）

Ｈ
健
脚
コ
ー
ス
（
史
跡
め
ぐ
り
コ

　
ー
ス
・
約
６
ち
）

　
基
本
コ
ー
ス
十
塔
の
島
十
三
重

石
塔
、
平
等
院
、
橋
寺
、
興
聖

寺
、
大
吉
山
展
笑
に

　
〈
参
加
方
法
〉

　
ス
タ
ン
プ
帳
か
痔
っ
て
コ
ー
ス

を
回
り
、
午
前
９
時
～
午
殴
４
時

の
間
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
参
加
は
無
料
。
な
お
、
浮

舟
の
古
跡
の
あ
る
三
室
戸
寺
に
つ

い
て
は
、
基
本
コ
ー
ス
の
ス
タ
ン

プ
を
１
個
以
上
、
平
等
院
に
つ
い

て
も
同
様
に
７
個
以
上
押
し
て
あ

れ
ば
、
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
（
平

等
院
鳳
凰
堂
の
拝
観
は
、
別
途
料

金
が
必
要
）
。

　
〈
ス
タ
ン
プ
帳
の
配
布
〉

　
1
0
月
1
7
日
内
か
ら
、
市
役
所
市

民
課
ロ
ビ
ー
・
各
公
民
館
・
中
央

図
書
館
・
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″

セ
ン
タ
ー
で
、
ま
た
当
日
は
、
観

光
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
・
京

阪
宇
治
駅
・
近
鉄
大
久
保
駅
で
、

無
料
配
布
し
ま
す
。

　
〈
賞
〉

　
各
コ
ー
ス
の
す
べ
て
の
ス
タ
ン

プ
を
押
し
た
ス
タ
ン
プ
帳
を
、
開

催
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
観
光
セ

ン
タ
ー
に
お
持
ち
に
な
っ
た
人
全

員
に
、
参
加
賞
を
お
渡
し
し
ま
す
。

吏
」
一
、
そ
の
場
で
ス
タ
ン
プ
帳
の

申
の
応
募
券
を
回
収
し
、
Ｕ
月
1
6

日
出
の
午
後
に
宇
治
公
園
中
の
島

で
、
コ
ー
ス
別
に
抽
選
を
行
っ
て
、

旅
行
券
を
は
じ
の
と
す
る
特
別
賞

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

‘

　
企
画
課
（
豊
2
0
・
8
8
9
0
）
へ
。

　
〈
主
催
〉

　
宇
治
市
・
宇
治
市
教
育
委
員
会
・

紫
式
部
文
学
賞
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
心
］

9
月
補
正

4
億
7
9
9
7
万
円
を
計
上

　
九
月
宇
治
市
議
会
定
例
会
は

九
月
二
十
日
に
開
会
。
十
月
七

日
ま
で
の
十
八
日
間
の
会
期
で

行
わ
れ
、
三
年
度
一
般
必
一
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
な
ど
、
十

五
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
新
た

に
生
じ
た
事
業
や
国
庫
支
出
金

の
内
定
な
ど
に
伴
う
事
業
費
が

中
心
で
、
補
正
額
は
四
億
七
千

九
百
九
十
七
万
二
千
円
。
補
正

後
の
予
算
総
額
は
四
百
二
十
億

九
千
四
百
四
十
五
万
二
千
円
と

な
り
ま
す
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
㈹
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ

　
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
三
于
七

　
百
万
円

▽
一
時
的
保
育
事
業
保
育
室
建

　
設
補
助
金
に
二
千
八
百
万
円

▽
横
島
公
園
整
備
事
業
に
千
九

　
百
万
円

▽
伊
勢
田
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

　
全
国
大
心
一
出
場
経
費
に
八
十

　
五
万
二
千
円

▽
「
紫
式
部
文
学
μ
イ
ペ
ン

　
ト
委
託
料
の
追
加
に
二
千
五

　
百
万
円

▽
源
氏
物
語
散
策
の
道
整
備
事

　
業
費
の
追
加
に
千
三
百
五
十

　
万
円

▽
土
地
開
発
公
社
貸
付
金
の
追

　
加
に
三
億
円

▽
難
視
聴
対
策
事
業
補
助
金
に

　
千
五
百
万
円

市
政
だ
よ
り
1
0

月
2
1
日
号
は
、

1
0
月
2
0
日
（

日
）
に
新
聞
折
り
込
み

し
ま
す
。



　
わ
が
国
の
人
口
の
高
齢
化
、
、
長
寿
化
の
速
度

は
極
め
て
早
く
、
二
十
一
世
紀
初
頭
に
は
諸
外

国
で
も
例
の
な
い
長
寿
社
会
が
到
来
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
均
寿
命
が
延
び
、
八
十
年
と
い
う
長
期
化

し
た
人
生
を
い
か
に
充
実
し
た
も
の
と
し
て
過

ご
す
か
、
ま
た
、
高
齢
者
の
増
加
に
対
応
し
つ

つ
、
活
力
の
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
が
、

社
会
の
中
で
も
重
要
な
課
題
と
な
う
て
い
ま
す
。

シャイニングプラ

ン
　
２
種
類
の
計
画

　
宇
治
市
長
寿
社
会
プ
ラ
ン
は
、

大
き
ぐ
分
け
て
二
つ
の
内
容
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
長
寿
社
会
に
向
け
た
市

民
自
ら
の
取
り
組
み
の
方
向
忿
ｙ

す
「
市
民
の
行
動
計
画
」
、
り
っ

－－・－ － － 皿

　
本
市
で
は
、
こ
の
重
要
な
課
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
平
成
元
年
度
か
ら
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
や
専
門
家
の
意
見
を
求
め
な
が
ら
、
本

市
で
の
長
寿
社
会
の
道
し
る
べ
と
な
る
プ
ラ
ン

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
程
そ
れ
が
、

宇
治
市
長
寿
社
会
プ
ラ
ン
策
定
協
議
会
（
二
十

一
人
、
会
長
・
岡
本
民
央
同
志
社
大
学
教
授
）

に
よ
り
、
「
宇
治
市
長
寿
社
会
プ
ラ
ン
（
シ
ャ
イ

ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
）
」
こ
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
つ
は
行
政
施
策
の
方
向
牽
ま
と

め
た
「
行
政
計
画
」
で
す
。

　
「
市
民
の
行
動
計
画
」
は

　
　
　
…
３
指
針
で
構
成

　
「
市
民
の
行
動
計
画
」
は
、
市
民

四
千
人
を
対
象
に
平
成
元
年
八
月

に
実
施
し
た
「
高
齢
化
社
会
に
関

　
「
市
民
の
行
動
計
瞑
で
は
。

こ
の
貴
重
な
意
見
や
実
態
登
増
ま

え
、
「
明
る
ぐ
豊
か
な
長
寿
社
会

の
実
現
」
含
柚
し
、
「
市
民
に
・

　
「
地
域
」
・
「
職
域
」
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
ぶ
コ
に
取
匯
組
ん
で
い
っ
た

ら
艮
い
か
、
″
ギ
の
具
体
的
な
行

動
指
針
金
ふ
し
ま
し
た
。

　
「
行
政
計
画
」
は

　
２
１
４
の
方
向
で
構
成

　
「
行
政
計
回
」
は
、
基
本
目
標
の

実
現
に
向
け
て
ぃ
行
政
施
策
と
し

す
る
意
識
調
査
」
と
「
高
齢
者
実
　
て
ど
の
よ
シ
な
対
m
通
め
て
ぃ

態
調
査
」
に
苓
っ
い
て
ぃ
季
ｙ
。
く
の
か
と
い
う
具
体
的
な
方
針
蔵

こ
の
調
査
で
は
、
行
政
に
対
し
て
　
二
百
十
四
の
方
向
に
ま
と
め
ま
し

多
く
の
要
望
や
意
見
が
寄
せ
ら
元
、
た
。
方
針
奮
そ
る
に
当
た
っ
て
、

長
寿
社
会
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
　
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
設
定
に

m
じ
る
こ
と
が
１
笙
し
た
。
　
特
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　
地
域
ぐ
る
み
・
市
民
ぐ

　
る
み
で
進
め
る
プ
ラ
ン

　
今
後
市
で
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に

薦
つ
い
て
、
長
寿
社
会
に
向
け
た

積
極
的
な
施
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
高
齢
化
の
問
題
は
、

市
政
の
枠
組
み
の
中
だ
け
で
は
解

決
で
竟
防
課
題
で
す
。
プ
ラ
ン

か
退
め
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
を

含
む
個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
や

地
域
、
あ
る
い
は
関
係
団
体
、
企

業
な
戸
多
く
の
人
々
の
協
力
が
、

ぜ
ひ
と
も
必
要
な
の
で
す
。

宇治市長寿社会プランの構成

基本理念
¬

基本目標
二

施策の基本方針

■行政計画

目指すべき方向

　　　ふ

　　214方向

Ｏ
安
全
で
快
適
な
生
活
づ
く
り
1
5
2
方
向

Ｏ
健
康
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
づ
く
り
1
8
5
方
向

Ｏ
ふ
れ
あ
い
と
生
き
が
い
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
づ
く
り
－
7
7
方
向

1310

目標とする社会像

～明るく豊かな長寿社会～

■市民の行動計画

●職域の行動指針

・安全・快適－6指it

・健康・ゆとり－9指針

・ふれあい・生きがい
　　　　　　－５指針

●地域の行動指針

・安全・快適－6 指針

・健康・ゆとり－5指針

・ふれあい・生きがい

　　　　　　　－９指針

●市民の行動指針

・安全で快適な生活

　　　　づくり－７指針

・健康でゆとりのある

　　生活づくり－v指針

・ふれあいと生きがいの

　ある生活づくり－11 !S針

§

ｊ

ゝ
｜

更

基本目標 目　標　達　成　の　観　点

I.安全で

　快適な

　生活づくり

・長寿社会にふさわしい良質で多様な様式の住

　宅整備を進める

・人にやさしい生活環境・都市環境を整える

・安全でだれもが安心できる地域社会を形成する

II. 健康で

　ゆとりのある

　生活づくり

・市民の健康に対する関心を高める

・総合的な保健・医療・福祉体制の充実を図る

・高齢者の活力も生かせる雇用就労を促進する

Ill. ふれあい

　と生きがい

　のある生活

　づくり

・市民の生涯学習の機運を盛り上げる

・社会参加の促進のための条件整備を進める

・人生80年時代を生き生きと充実して送る

・長寿社会に向けての多様な意識啓発を進める

的
な
対
応
策
か
忌
す
こ
と
に
よ
り
、
現
公
日
指
し
て
い
浙
羊
子
。

　
「
明
る
ぐ
豊
か
な
長
寿
社
命
実

－
－
－

－
－
－
－
－
－

‐
－
Ｉ

－
－
－

－
－
Ｉ

－
－
－

市
民
の
行
動
計
画

　
プ
ラ
ン
で
は
「
長
寿
社
会
」
を
、

単
に
高
齢
者
が
増
加
す
る
地
域
社

会
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
八
十
年

時
代
に
対
５
す
る
社
会
と
し
て
も

と
ら
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
行
動
肘
国
で
は
、
こ
の

よ
ラ
な
長
寿
襲
緊
萌
る
ぐ
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
、
「
市
民
」
・

「
地
域
」
・
「
職
域
」
の
領
域
別
に
、

三
つ
の
基
本
目
標
ご
と
の
具
体
的

な
行
動
指
針
牽
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
骨
子
は
次
の
通
り
ゃ
ず
。

　
市
民
の
行
動
指
針
は
、
三
つ
の

基
本
目
標
の
下
に
十
の
目
標
と
九

十
の
行
動
指
針
奮
驚
上
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
指
針
は
、
高
齢
者
自

身
を
ほ
じ
め
、
家
族
、
あ
る
い
は

若
者
を
含
む
ほ
か
の
世
代
の
人
々

な
ぺ
す
べ
て
の
市
民
に
求
φ
り

れ
る
こ
と
衆
含
ん
で
い
未
了
。

　
た
と
え
ば
、
高
齢
者
自
身
に
求

め
身
笞
こ
と
と
し
て
は
、
「
適
度

な
運
動
を
続
け
、
体
力
の
維
持
・

増
進
に
努
め
る
」
な
芦
健
康
に
対

す
る
取
昨
疸
み
や
、
「
知
識
・
経

験
、
技
術
な
ど
を
社
会
に
役
立
て

る
」
な
片
柾
会
参
加
に
関
す
る
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
し

て
は
、
「
高
齢
者
が
生
活
し
や
す
い

住
宅
に
改
善
す
る
」
や
、
可
能
な
限

り
自
宅
で
の
介
護
に
努
め
る
た
め

の
留
意
点
を
主
に
挙
げ
て
い
ま
叉

　
ほ
か
の
世
代
の
人
々
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
し
て
は
、
生
涯
か
見

通
し
た
住
宅
取
得
や
職
業
・
経
済

生
活
な
ど
の
設
計
を
主
に
挙
げ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
す
べ
て
の
市
民
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
は
、
人
に
や
さ
し
い
、

住
み
良
い
そ
し
て
安
心
で
き
る
街

づ
く
り
へ
の
協
力
や
、
生
涯
を
通

じ
て
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
、
長

寿
社
会
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
な

ど
で
す
。

育
友
会
な
ど
の
団
体
や
学
校
な
ど

で
す
。

　
こ
の
指
針
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

も
う
一
度
地
域
舎
見
つ
め
直
し
、

高
齢
者
だ
け
で
な
ぐ
、
だ
れ
も
が

心
穏
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
つ
く
る
た
め
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
挙
げ
て
い
水
子
。
特
に
、

ふ
れ
あ
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
生

遇
つ
く
り
の
た
め
の
指
針
を
多
く

挙
げ
て
い
ま
す
。

職
場
の
行
動
指
針

　
職
域
の
行
動
指
針
は
、
三
つ
の

基
本
目
標
の
下
に
十
の
目
標
と
二

十
の
行
動
指
針
金
驚
上
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
指
針
は
、
市
民
の
牛
活

を
明
る
く
豊
か
に
す
る
た
め
、
職

場
で
の
制
度
な
ど
の
充
実
か
求
め

る
も
の
や
、
長
寿
社
会
に
向
け
て
、

企
業
や
商
店
な
芦
か
ど
の
よ
シ
な

役
割
か
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
か
な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
職
場
で
の
制
度
な

ど
の
充
実
で
は
、
「
従
業
員
や
退
職

者
の
健
夙
つ
く
り
に
努
め
る
」
や

　
「
介
護
の
た
め
の
援
助
制
度
の
導

入
に
努
め
る
」
忿
誘
惑
、
雇
用

　
地
域
の
行
動
指
針
は
、
三
つ
の

基
本
目
標
の
下
に
八
つ
の
目
標
と

二
十
の
行
動
指
針
を
取
び
上
げ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
の
「
地
域
」
と
は
、

高
齢
者
が
住
む
近
隣
鶯
紆
あ
、

町
内
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

　
長
寿
社
会
に
向
け
て
の
役
割
で

は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
た
め

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・

提
供
、
地
域
つ
く
り
べ
の
参
加
、

地
域
ど
の
連
携
な
ど
に
関
す
る
指

針
か
示
げ
て
い
未
了
。

－
－
１
1
1
１
1

－
－
－
■
■
Ｉ
－

－
■

－
－
－
－
－

目
標
と
す
る
社
会
像
は

「
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
」

　
プ
ラ
ン
で
は
、
「
高
齢
化
社
命

の
概
念
を
、
単
に
高
齢
者
の
多
い

社
会
と
い
う
と
ら
え
方
に
と
芦
ゐ

ず
．
そ
こ
に
市
民
が
真
に
長
寿
を

喜
父
回
る
襲
君
自
指
す
と
い

.
!
Ａ
願
い
を
込
め
て
、
「
長
寿
社
命

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
ま
し
た
．

　
池
昌
に
、
本
市
の
目
指
す
こ
れ

か
ら
の
社
会
の
目
標
べ
「
男
性
も

女
性
も
若
者
も
高
齢
者
ね
ず
べ
て

の
市
民
が
協
力
見
－
い
、
ま
ざ
る

喜
び
登
鸞
に
匹
元
る
、
輝
く
人
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
．
明
る
く

豊
か
な
長
寿
襲
器
築
く
こ
と
」

と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
明
る

く
菖
笏
な
長
寿
社
命
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
「
明
る
ぐ
豊
か
な

長
寿
社
合
か
実
現
す
る
際
に
留

意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

最
も
基
本
的
で
重
要
な
考
え
方
蔵

下
の
基
本
理
念
と
し
て
三
つ
に
ま

と
め
ま
ト
だ
。
計
画
内
容
は
、
こ

　
　
基
本
目
標
と
目

　
基
本
理
念
の
下
に
、
「
明
る
ぐ

豊
か
な
長
寿
社
必
一
」
を
実
現
さ
せ

輝
け
！
明
日
へ

　
　
明
る
く
豊
か
な
長

寿
社
会
へ
向
か
っ
て

　　　　　Ｏ人を大切にする社会をつくる

基本理念　Ｏ自らが主体的に学び生きる社会をつ

　　　　　Ｏ共に助け合う社会をつくる

の
理
念
反
映
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
未
了
。

基
本
目
標
と
目
標
達
成
の
観
点

る
た
め
に
は
、
具
体
的
な
取
り
組

み
の
た
め
の
目
標
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
プ
ラ
ン
で
は
右
下
表
の
三

つ
の
基
本
目
標
と
十
の
目
標
達
成

の
観
点
か
設
男
そ
の
個
々
の
目

標
達
成
の
観
点
に
つ
い
て
、
具
体

明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
へ
向
か
っ
て

宇治市社会プランができました

市
民
の
行
動
指
針
地
域
の
行
動
指
針

職
域
の
行
動
指
針

プ
ラ
ン
の
内
容

プ
ラ
ン
の
構
成



1311

(3) 宇　1台　m 形（　だ　よ　り 1991年（平成３年）10月11日発行　第932号

長
寿
社
会
対
策
の
総
合
計
画

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
単
に
高
齢
者
　
そ
し
て
、
本
市
が
目
標
と
す
る

に
対
す
る
対
策
″
け
で
は
な
ぐ
、
　
明
る
ぐ
豊
か
な
長
寿
凭
笞
実
現

人
生
八
十
年
時
代
に
対
応
し
た
生
　
す
る
た
め
に
は
、
行
政
が
施
策
・

涯
＊
)
ｆ
ｆ
ｌ
し
て
の
対
策
と
、
高
齢
者
・
事
業
＊
)
≪
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は

が
増
加
す
る
地
域
社
会
の
在
り
方
　
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
か
、
市
民
・

に
ま
で
及
ん
で
い
ま
ず
。
い
わ
ぱ
、
地
域
・
職
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

長
寿
社
会
に
向
け
て
の
［
総
合
計
　
で
、
そ
の
役
割
夕
果
た
し
て
い
く

ぎ
と
言
え
る
も
の
で
て
］
。
　
　
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　 　
緊
急
性
の
高
い
も
の
、
長
　
期
的
に
取
り
組
む
も
の
に

　
プ
ラ
ン
に
取
び
ぶ
挺
課
題
の
。
な
い
も
の
と
が
あ
り
ま
ず
。

中
に
は
、
緊
急
の
も
の
と
、
長
期
　
　
緊
急
の
も
の
と
し
て
は
、
福
祉

に
渡
っ
て
対
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
　
な
ど
の
雲
髪
し
仰
べ
念
要
性

長
寿
社
会
対
策
の
総
合
計
画

長
寿
社

会
対
策

の
総
合

計
画

が
高
い
高
齢
者
層
へ
の
対
応
と
、

健
康
な
高
齢
者
や
右
健
や
か
忙
、

饗
星
貫
飽
実
し
た
俳
琴
逞

る
こ
と
が
で
き
る
施
策
な
ど
で
す
。

　
一
方
、
長
期
に
渡
っ
て
対
応
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
に
は
、

長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
す
べ
て
の

市
民
が
自
ら
取
り
組
む
施
策
が
あ

り
未
了
。
そ
れ
ら
施
策
の
推
進
に

計
画
の
具
体
化
は
み
ん
な
の
力
で

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
推
進
に
は
、
市

民
と
行
政
の
二
人
三
脚
の
体
制
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
行
政

の
各
分
野
で
は
、
プ
ラ
ン
に
稀
つ

い
て
更
に
検
討
を
加
え
、
よ
ぴ
充

実
し
た
対
策
を
進
め
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
民
に
は
、

一
人
ひ
と
ひ
が
長
寿
社
会
の
問
題

を
目
分
の
も
の
と
し
て
と
ら
凡
、

自
ら
が
意
識
夕
痔
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
望
次
れ
ま
ｙ
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
プ
ラ

ン
の
「
市
民
の
行
動
計
固
」
を
参
考

に
し
て
、
身
近
で
で
き
る
こ
と
か

ら
長
寿
社
会
対
策
に
取
り
組
み
、

地
域
・
市
民
ぐ
る
み
で
、
来
る

べ
き
長
寿
社
会
に
向
け
て
９
そ

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
だ
れ

も
が
住
み
た
ぐ
な
り
、
ま
た
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
感
じ
身
習
宇
旭

市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
″
う
。

計
画
の
具
体
化
は
み
ん
な
の
力
で

は
、
す
べ
て
の
市
民
が
行
動
や
交

流
の
し
や
す
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
、
市
民
の
福
祉
に
関
す
る
意

識
改
革
欠
凶
つ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施

策
を
市
民
全
体
の
も
の
と
し
て
受

け
止
め
、
動
か
し
て
い
く
た
め
に

は
、
市
民
意
識
啓
発
盈
ら
め
た
生

涯
学
習
の
推
進
が
不
可
欠
で
す
。

〈基本目標〉

シャイニングプ

ラン
　
『
行
政
計
画
』
で
は
、
「
高
齢
化
」
を

高
齢
者
″
け
で
は
な
ぐ
、
す
べ
て

の
世
代
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
て

い
未
了
。
そ
し
て
「
市
民
」
・
「
地

域
」
・
「
職
域
」
の
主
体
的
な
取
り

組
み
を
重
視
し
つ
つ
、
人
生
八
十

年
時
代
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
沿

っ
た
総
合
的
な
基
昼
開
の
方
向

は
何
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
整
理

　
行
政
計
画
の
施
策
体
系
は
、
下

の
通
り
で
す
。
二
十
五
の
基
本
方

針
の
下
に
、
具
体
的
な
施
策
展
開

の
方
向
と
し
て
、
令
葎
で
二
百
十

四
の
方
向
夕
設
定
し
奔
レ
だ
。

施
策
の
体
系

し
ま
し
た
。

行
政
計
画

　　〈目標達成の観点〉

●住みよい住宅づくり

　長寿社会にふさわしい（良質で多様な様式の住

　宅整備を進めるために

●住みよいまちづくり

(綸品な:認ご乱

Ｔ
Ｌ

汗
Ｌ

　〈基本方針〉

●良質な住宅の確保と

　改善の推進

●長寿社会に対応した

　多様な住宅形態の導入

●長寿社会に対応した

　安全性・利便性の高い

　住宅設備の導入

●だれもが使いやすい

　都市施設の整備

●高齢化社会に対応した公共

　建築物などの整備・改善

●利便性と安全性の調和した

　交通環境の整備

●安らかなまちづくり　ｰ●安心できる防災・防犯

　安全でだれもが安心で･きる　　　体制の整備
　(地域社会を形成するために)

●健康づくりの推進

　市民の健康に対する　(
関心を高めるために

)

●社会参加活動の促進

(禁踏昌ｍ)

(刑難)

・　多様な意識啓発の

(田扮雷)

●生涯健康づくり体制の

　確立

●コミュニティ活動の促進

●ボランティア活動などの促進

●世代間交流の促進

●高齢者能力の活用

の確立

●敬老の雰囲気づくり

●多様な意識啓発活動
　の推進

●保健･医療・福祉　　　　●保健・医療サービスの充実

　サービスの充実　　　　　●福祉サービスの充実

　総合的な保健・医療・(福祉体制の充実を図る)　　　●福祉ｻｰﾋﾞｽ提供体制の充実

　ために　　

ノ

　　　　　　　　　　　●総合的地域福祉体制の

　　　　　　　　　　　　確立

●雇用・就労の促進と　　　●高齢者雇用の促進

　老後所得の安定　　　　　●高齢者の就労機会の拡大

　高齢者の活力も活かせる
(雇用就労を促進する

れ

●生活の安定

　めに　　　　　　　　　　　　●自助努力の促進及び

　　　　　　　　　　　　消費者啓発の推進

●生涯学習の推進　　　　　●生涯学習支援体制の確立

　4民(T)生涯学習の機m＼

[

●生涯学習。環境づくり　(
を盛り上げるために　

)

Ｔ
に
．

●生涯生活設計の支援-●生涯生活設計支援体制

●多様な意識啓発の推進
宇

治

氏

長

寿

■
こ
の
プ
ラ
ン
の
「
概
要
版
」
を
1
0
月
1
9
日
（
土
）
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
「
長
寿
フ
ェ
ス

タ
‘
9
1
」
の
会
場
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

■
プ
ラ
ン
の
内
容
、
概
要
版
の
配
布
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢

者
福
祉
課
調
整
係
（
内
線
3
4
2
）
へ
。

プ
ラ
ン
の
推
進
の
た
め
に

宇治市社会

プランがで

きました

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り

高齢者エイジレスフェスティバル

無料　送迎バスを運航　

往路

復路

宇治市文化センター・太陽が丘間循環バス

健
康
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
づ
く
り
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みんな、ひとつの顔になる！
府民祭典'91　　京都まなびの祭典

　10月27日(日)、府民祭典'91(宇城久

会場)･京都まなびの祭典が、太陽が丘と

文化センターを会場に開かれます。文化･

芸術・スポーツそしてレクリエーション

にと、見て・聞いて・参加して楽しむ催

しがいっぱい｡/秋の一日を家族そろって

楽しく過ごしませんか。参加費は無料で

す。車での来場はなるべくご遠慮を。

C]ファミリー広場

●ふわふわ(タイガージム)

　　午前10時半～午後４時半

D]体育館

●京都名画座－アニメフェスティバル

　▽風の谷のナウシカ　午前lo時}分～

　▽手塚治虫の悟空の大冒険・シャン

　　グル大帝･鉄腕アトム'午後2時～

●巡回スポーツ相談セミナー

　　午前10時～

●お茶席　午前10時半～

E]球技場Ａ

●高齢者ゲートボール大会午前10時～

F]回球技場Ｂ／第２競技場

●少年サッカー大会　午前10時～

H]野球場

●中学生女子ソフトポール大会

　午前10時～

I]テニス;

―ト

●勤労青少年テニス講習会午前10時～

J]冒険の森

●冒険の森わんぱく大将

　午前IO時～午後２時

☆]太陽が丘全体

●親子写生大会　午前10時～午後４時

〈府　民　祭　典〉

A]野外ステージ

●総合開会式　午前10時～10時半

●音楽カーニバル　午前10時40分～

●交流ステージ

　▽ジャンボ繩跳び大会午後1時半～

　▽アンパンマンぬいぐるみショー

　　午後１時～・3時～

　▽京都府警音楽隊　午後2時～

B]中央広場午前1〔跨半～午後4時半

●京都府P

Rコーナー

●府民運動啓発コーナー

●府警PRコーナー

●宇治市･城陽市･久御山町の各コーナー

●陶器コーナー

●生活改善グループコーナー

●障害者授産製品販売コこナー
写真コンテストに

あなたも挑戦を！

当日会場で撮影した写真を出

品してください

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
烈
回
国
、
午

後
Ｌ
時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と

こ
ろ
・
・
・
黄
槃
体
育
館
▼
対
象
…

1
5
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
忿
除

く
）
▼
定
員
・
：
各
先
着
3
0
人
▼

受
講
料
・
・
・
1
0
0
0
円
（
要
印

鑑
）
▼
申
し
込
み
・
：
1
0
月
1
3
日

囲
、
午
前
９
時
か
ら
同
体
育
館

（
豊
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。
顔
写
真

（
３
ｔ
Ｘ
２
・
５
ぢ
）
が
必
要
。

　
軟
式
庭
球

　
宇
治
選
手
権
大
会

　
▼
と
き
・
＝
一
…
一
月
2
0
日
旧
、
午

前
９
時
～
▼
と
こ
ろ
・
・
一
東
山
コ

ー
ト
▼
種
目
・
・
・
一
般
男
子
・
女

子
、
壮
年
男
子
・
女
子
▼
参
加
費

・
・
Ｉ
チ
ー
ム
８
０
０
円
▼
申
し

込
み
・
：
1
5
日
固
ま
で
に
的
場
一

ス
ポ
ー
ツ
の
お
知
ら
せ

さ
ん
（
広
野
町
中
島
1
3
）
へ
は

が
き
で
。

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
0
日
間
、
午

後
Ｌ
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄

槃
体
育
館
ｙ
対
象
・
：
市
内
在
住

の
小
学
生
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼

申
し
込
み
・
：
一
ノ
瀬
智
さ
ん

（
東
宇
治
中
学
校
内
、
豊
3
2
・
2

1
3
1
）
へ
。
当
日
申
し
込
み

も
可
。

1312

1
0
月
2
7
日
（
日
）
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
半

太
陽
が
丘
・
文
化
セ
ン
タ
ー
で

宇治市・宇治市スポーツ交流大会　開催

交流の輪　大きく広がる

　　〈京都まなびの祭典〉

回文化センター

●開会式　午前10時半～11時

●講演会　稲垣美穂子さん（女優）

　　「心豊かにかがやく生き方を」

　午前11時～午後Ｏ時半

●国際交流指導者セミナー

　午前11時～午後４時

●人権啓発ポスター展・識字学級作品

　展　午前10時～午後４時・

●まなぴすと発表会　午後1 時～4時

●体験教室（マジック教室、手染め教

　室､ワープロ教室）午後1時半-4時

●こどもの広場（クラフト、和紙のは

　がきづくりなど）午後１時半-4時

●宇城久地域文化芸術祭吹奏楽フェス

　ティバル　午後２時～4時

　宇部市･宇治市スポーツ交流大会が、

9月22

・

23

日の3日間、6種目にわた

って開催。昭和63年の京都国体をきっ

かけに芽生えた両市のスポーツ交流の

輪が、大きく広がりました。

　握手を交わす正岡正雄・

宇部市助役（選手団長）と

池本市長【写真上】とサッ

カー・一般の部の熱戦‘

▲バレーボー

ルには家庭婦

人が出場

　交流会で拍手に迎え

'られる宇部市の子供た

ち。食事の後は一緒に

ゲームを楽しみました

問い合わせ

府
民
祭
典
　
宇
治
・
城
陽
・
久
世
地
域
実
行
委
員
会

京
都
宇
治
地
方
振
興
局
内
　
電
話
2
1
.
2
1
0
1

京
都
府
社
会
教
育
課
（
京
都
ま
な
び
の
祭
典
だ
け
）

電
話
0
7
5
・
4
1
4
・
5
8
8
6
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ｅ
・
○
＠
○
＠
＠
ｅ
ｏ
＠
＠
ｏ
ｅ
＠
＠
＠
・
＠
ｅ
＠
＠
●
＠
一
＠
●
●
●
●
＠
●
＠
●
●
ｅ
●
＠
＠
ｅ
●
１
＠
＠
＠
●

市
民
の
ひ
ろ
ば
　
市
役
所
の
代
表
番
坑
は
電
話
2
2
・
3
1
4
1

子
供
の
本
を

考
え
る
講
演
会

子
供
が
喜
ぶ
本
や
創
造
力
を

は
ぐ
ぐ
む
米
蔵
読
み

聞
か
せ
方
も
交
え
て
紹

介
し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
8
日

圖
、
午
前

1 0
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民

館
▼
テ
’
‐
。
‘
マ
・
：
子
供
と

本
の
出
会
い
を
つ
く
る

▼
講
師
・
：
日
本
子
ど
も

の
本
研
究
会
会
員
・
き

り
ん
館
主
宰
・
吹
田
恭

子
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市
民

▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
保
育

・
：
２
歳
以
上
の
幼
児
を

2
0
人
ま
で
。
お
や
つ
代

5
0
円
必
要
▼
申
し
込
み

ＯＡ講座の日程・内容

・
・
・
同
館
（
豊
3
2
・
8
2
9
0
）
へ
電

話
か
来
館
で
。
保
育
申
し
込
み
も

同
時
に
。

　
Ｏ
　
Ａ
　
講
　
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
左
表
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
4
6
・

0
6
8
8
）
へ
。

講　座　名 期間 曜日 時　間
回数
(回)
定員
(人)
受講料
　(円)

ワープロ

　　(初級)
10/17～
　U/U

月･火

木･全
9:30～
　12:00 14 10 10.000

ワープロ

　　(初≪)
10/17～
　11/11

月･火

木･全
13:00～
　15:30 14 10 10.000

ワープロ

　　(中り)
10/30-
　11/30 水･土

18 : 30～
　21:00 ８ 10 10.400

パソコン

　　(?7]t5)
11／10～
　2／2 日 9

:30～

　12 : 00 12 20 15.600
パソコン

(c言語初級)
11／10～
　1 ／5 日

9:30～
　12:00 ８ 10 10.400

/でソコン
(C言語中級)

11/6 ヽ
　11/30 水･土

18:30～
　21:00 ６ 10 7.800

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
先
日
、
家
に
新
聞
拡
張

口
が
来
て
「
お
た
く
は
Λ
△
新

聞
で
す
ね
。
三
ヵ
月
で
い
い
か

ら
、
つ
Ｉ
新
聞
に
代
元
て
よ
」

と
、
し
つ
こ
く
弓
緊
通
り
ま

し
た
。
・
７
ち
は
新
聞
か
民
え
る

気
は
な
い
か
ら
と
い
く
ら
断
っ

て
も
、
景
品
の
洗
剤
や
雑
貨
品

を
ち
ら
つ
か
せ
た
り
・
、
六
ヵ
月

と
っ
て
く
れ
た
ら
１
ヵ
月
分
。

一
年
な
ら
二
ヵ
月
分
の
新
聞
代

を
無
料
に
す
る
と
言
っ
た
り
し

て
、
な
か
な
か
帰
っ
て
ぐ
れ
ま

せ
ん
。
と
う
と
う
根
負
け
し
て

し
ま
っ
て
、
三
ヵ
月
分
だ
け
契

約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
そ
の
新
聞
を
読
み

　
さ
つ
き
盆
栽
教
室

　
▼
と
き
…
‥
‥
‥
一
月
３
日
閣
か
ら
４

年
６
月
ま
で
の
毎
月
Ｉ
回
（
日
曜

日
、
全
８
回
）
、
午
前
1
0
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館
▼
対
象

…
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
▼
定
貝

・
：
先
着
2
5
人
▼
講
師
・
：
宇
治
７
月

会
会
員
▼
参
加
費
・
：
無
料
。
教
材

の
さ
つ
き
の
鉢
植
え
の
な
い
人
に

　
皆
さ
ん
の
中
で
、
こ
ん
な

不
愉
快
な
経
験
を
さ
れ
た
人
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
８
日
以
内
な
ら

　
無
条
件
で
解
約

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
多

は
実
費
（
５
０
０
円
程
度
）
で
お
分

け
し
毒
す
ｙ
申
し
込
み
・
・
・
1
0
月
1
2

日
出
か
ら
中
央
公
民
館
（
豊
2
0
・

1
4
1
1
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
　
自
衛
官
の
募
集

　
　
▼
種
別
ふ
庁
付
け
・
対
象
…

②
男
子
２
等
陸
キ
海
士
・
空
士
＝

Ｗ
公
日
切
ま
で
、
1
8
歳
以
上
2
7

歳
未
端
⑤
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
・

空
士
＝
４
年
３
月
下
旬
ま
で
、
４

年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
つ

男
子
・
女
子
防
衛
大
学
校
学
生
・

防
衡
医
科
大
学
校
学
生
ふ
…
一
月
2
5

日
出
ま
で
、
高
卒
（
見
込
み
）
9
1
］
歳

未
満
⑤
女
子
看
護
学
生
＝
1
0
月
3
1

日
閑
ま
で
、
高
卒
（
見
込
み
）
2
2
歳

未
満
つ
男
子
自
衛
隊
牛
徒
＝
1
1
1
1
月

１
日
出
～
４
年
１
月
４
日
出
、
中

卒
（
見
込
み
）
1
7
歳
禾
満
。

　
一
四
年
三
月
中
学
校
卒
業
予
定
者

の
受
け
付
け
と
試
験
期
日
は
、
以

上
の
こ
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
・

労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以

降
に
実
施
。
詳
ト
｝
ぐ
は
宇
治
募
災

事
務
所
（
a
4
4
・
7
1
3
9
）
か
市

役
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
内
線

に
は
、
販
売
店
は
購
読
者
に
、

新
聞
名
、
部
数
、
購
読
料
や
販

売
店
名
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な

ど
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
書
面

か
交
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
八
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
解
約

3
ヶ
月
で
い
い
か
ら
○
○
新
聞
に
代
え
て
よ

新
聞
の
拡
張
に
も
訪
問
販
売
法
が
適
用
に

出
し
ま
し
た
が
、
恨
れ
て
い
な

い
こ
と
ち
あ
っ
て
、
と
て
も
読

み
づ
ら
い
の
で
、
。
阪
売
店
に
解

約
を
申
し
出
ま
し
た
。
し
ぶ
し
、

販
売
店
は
三
ヵ
月
の
契
約
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
と
り
あ
っ
て
へ

れ
ま
せ
ん
Ｉ

か
っ
た
「
新
聞
の
訪
問
阪
売
」
　
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

は
、
今
年
七
月
か
ら
「
訪
問
直

売
が
の
適
川
か
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
株
式
会
社
か

有
限
会
社
の
発
行
す
る
新
聞
に

限
り
卓
子
）
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
申
し
込
み
時

　
要
ら
な
い
時
は

　
き
っ
ぱ
り
と
／

　
新
聞
は
、
読
古
が
白
山
な
意

志
で
、
読
み
た
い
も
の
か
選
ぶ

ち
の
で
す
。

４
３
９
｀
）
へ
。

　
計
量
器
定
期
検
査

　
業
務
用
は
か
り
は
、
必
ず
こ
の

検
査
か
受
け
で
ぐ
だ
さ
い
。
検
査

に
は
手
数
料
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
1
0
月
2
1
日

呵
―
東
宇
治
中
学
校
、
2
2
日
脚
＝

宇
治
シ
ョ
″
プ
セ
ン
タ
ー
、
2
3
日

困
よ
ｔ
治
市
農
協
本
店
、
2
4
日
出

＝
小
倉
小
学
校
、
2
5
日
出
＝
大
久

保
小
学
校
、
2
8
日
囲
・
2
9
日
脚
＝

産
業
会
館
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
Ｉ
午
後
３
時
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
京
都
府
計
そ
幌
尻
所
（
き
０

７
５
・
４
４
１
・
ｇ
３
５
）
か

商
工
観
光
課
（
内
線
２
９
３
）
へ
。

　
秋
観
月
の
つ
ど
い

　
　
（
宇
治
川
観
月
茶
会
）

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
1
9
日
出
・
2
0
日

面
、
午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
半
▼

と
こ
ろ
・
：
浄
土
院
（
平
等
院
内
、

入
場
は
平
等
院
南
門
の
み
）
▼
茶

券
…
前
売
り
券
3
0
0
0
円
（
抹

茶
・
煎
茶
・
点
心
）
、
当
日
券
５
０
０

円
（
抹
茶
・
煎
茶
の
み
）
▼
前
売
り

券
取
扱
所
・
：
宇
治
市
観
光
協
会
・

宇
治
商
工
会
議
所
・
伊
藤
久
・
永

谷
宗
園
茶
店
・
駅
前
駿
河
屋
・
お

茶
の
通
円
・
京
阪
交
通
社
各
営
業

所
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治
市
茶
道

連
盟
（
豊
2
2

6
5
8
4
）
へ

Ｓ,幽工轟4幽,･－幽為幽

ご注意ください
印鑑登録と
証明書申請手続き
市民課内線281

　
〈
印
鑑
登
録
で
き
る
人
〉

　
市
内
に
住
民
登
録
・
外
囚
人

登
録
を
し
て
い
る
十
五
歳
以
上

の
人
で
、
一
人
一
個
登
録
す
る

こ
と
が
で
海
玉
す
。

　
〈
本
人
が
登
録
申
請
を
〉

　
登
録
申
請
は
、
本
人
が
手
続

き
を
。
や
む
を
昌
ず
代
理
人
に

依
頼
す
る
と
き
は
、
木
人
が
自

署
・
押
印
し
た
委
任
状
（
下
の

見
ぷ
参
照
）
が
必
が
。
親
子
・

夫
婦
で
も
、
木
人
以
外
は
す
べ

て
委
任
状
が
必
。
要
で
す
。

　
〈
登
録
手
続
き
の
完
了
に
は
〉

　
登
録
申
請
の
確
認
を
行
い
ま

す
。
本
人
申
請
・
代
理
人
申
請

に
か
か
わ
ら
ず
、
び
録
申
請
の

確
認
の
た
め
、
申
請
者
本
人
の

自
宅
あ
て
に
照
会
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
一
ヵ
月
以
内
に
回

答
書
奪
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答
書
を
持
参
さ
れ
た
時
点
で

手
続
き
は
完
了
し
ま
す
。

　
〈
登
録
申
請
手
続
き
が
即
日
完

　
了
す
る
場
合
〉

　
次
の
場
合
に
限
り
、
本
人
が

登
録
申
請
に
来
庁
さ
れ
る
と
、

登
録
申
請
は
即
日
完
了
し
ま
す
。

　
▼
官
公
署
発
行
で
、
本
人
の

写
真
が
は
っ
て
あ
る
免
許
証
・

資
格
証
明
書
か
提
示
さ
れ
た
と

き
▼
ぷ
一
証
人
が
、
申
請
者
が
本

人
に
間
違
い
な
い
こ
と
を
保
証

し
た
と
き
。
保
証
人
は
自
分
の

実
印
を
持
っ
て
（
市
外
の
人
は

印
鑑
・
証
明
丿
二
通
が
必
要
）
。

申
請
者
と
一
緒
に
来
げ
し
て
く

だ
さ
い
。
保
証
占
に
署
名
し
、

実
印
を
押
し
て
い
た
だ
浙
ま
す
。

　
〈
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、
印

　
鑑
登
録
証
（
登
録
カ
ー
ド
）

　
を
お
渡
し
し
ま
す
〉

　
転
出
・
死
亡
な
ど
で
登
録
を

委任状様式見本

抹
消
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
登

録
カ
ー
ド
を
返
却
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
ま
た
、
カ
ー
ド
を
紛
失
し

た
と
き
は
、
登
録
者
本
人
が
す

ぐ
届
け
出
穴
代
翠
人
に
依
頼

す
る
と
き
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。
登
録
時
同
様
、
本
人
の

意
思
確
認
の
た
め
、
照
会
書
を

送
付
し
ま
す
。

　
〈
印
鑑
登
録
証
明
書
申
請
に
は

　
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
〉

　
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な

と
き
は
、
印
鑑
登
録
証
（
登
録

カ
ー
ド
）
か
提
出
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
か
恩
れ
た
り
紛
失

し
た
り
し
た
場
合
、
証
明
沢
は

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
代
理
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、

カ
ー
ド
か
渡
し
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
正
確
に
伝
ふ
>
A
／

だ
さ
い
。
交
付
申
請
書
記
入
の

際
に
、
代
理
人
が
、
申
請
書
に

住
所
や
生
年
月
日
を
正
確
に
記

入
し
て
い
な
い
場
齢
は
、
印
鑑

登
録
証
明
内
は
発
行
で
き
ま
せ

ん
。

　委　任　状

代理ﾉ､りi）ﾄ~イドンう二二丿

　　討ト……二万 T. T

　　十｡午川II○年○小二日
　　　　-

　ﾄ､記の片に、印鑑ひ鰍巾

｡､’lに関する権限を乏任しま

す

i一乱ill艮眺　･F成　;T-　II　日

　S(r渚りい叫にﾝごＴ’じ.゛ｓ

　　　氏祐’二二･≒fit

　　　■k年旧に竿こ|にil
　　　　-

叫丿砥は便せんなどをmiして（ださい･

　
＝
各
5
0
人
、
２
月
・
３
月
受

　
診
分
よ

▽
自
己
負
担
額
…
ｍ
宍
性
９
Ｌ
刀

　
1
7
4
0
円
、
女
心
で
Ｌ
万

　
2
6
7
0
円

▽
健
診
医
療
機
関
・
：
京
都
第
一

　
赤
１
　
　
字
病
院

▽
申
し
込
み
・
：
Ｈ
月
２
日
出
ま

　
で
に
、
国
民
健
康
保
険
証
と

　
印
鑑
か
痔
っ
て
、
圓
民
健
康

　
保
険
課
（
内
線
５
１
４
）
へ
。

　
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き

　
ま
せ
ん
。

1313

健康

　
風
し
ん
予
防
接
種

　
▼
レ
薯
・
と
こ
ろ
・
：
1
0
月
1
8
日

出
１
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
2
2
日
㈹
＝
宇
治
公
民
館
、

2
4
日
出
↓
（
幡
公
民
館
。
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
２
時
１
３
時
半
▼

対
象
・
：
中
学
２
年
・
３
年
生
で

学
校
で
接
種
し
て
い
な
い
女
子
▼

費
用
・
・
・
無
料
ｙ
問
い
合
わ
せ
・
：
保

　
客
舎
叩
誘
す
る
壬
段
と
し
て

景
品
か
出
し
た
り
、
何
力
月
分

か
の
購
読
料
を
無
料
に
し
た
り

す
る
な
ど
の
行
為
は
、
『
景
品

表
示
法
‘
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
う
へ
脅
す
ふ
っ
な

行
為
な
ど
は
、
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
新
聞
拡
張
員
の
訪
問

か
優
け
た
ら
、

一
、
要
ら
な
い
時
は
、
は
っ
き

　
り
と
断
る

二
、
契
約
す
る
時
は
、
書
面
を

　
翼
け
取
り
、
契
約
内
容
を
し

　
っ
か
り
ぼ
認
す
る

三
、
脅
し
て
契
約
か
通
る
行
為

　
な
ど
が
あ
れ
ば
、
一
一
〇
番

　
を

四
、
解
約
す
る
な
ら
、
ク
ー
リ

　
ン
グ
ー
オ
フ
で

健
予
防
課
（
内
線
３
１
２
）
へ
。

　
糖
尿
病
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
①
ｍ
一
月
1
7
日
困
・
午

後
１
時
１
４
時
②
2
5
日
吻
・
午
後

１
時
～
３
時
半
③
2
9
日
吻
・
午

前
1
0
時
半
～
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ

・
：
宇
治
保
健
所
▼
対
隼
・
・
糖
尿
病

の
人
と
そ
の
家
族
▼
定
口
・
：
先
着

4
0
人
▼
内
容
…
医
師
の
話
屈
尿

病
を
理
解
に
よ
う
八
日
常
生
活

の
注
意
、
食
品
交
換
衣
の
使
い
方
、

運
動
実
技
、
バ
ラ
ン
ス
食
の
実
習

と
試
食
、
交
流
ぬ
▼
申
し
込
み
・
：

宇
治
保
健
所
［
豊
9
1
］
・
2
1
9
1
）

へ
電
話
で
。

の

　
国
民
年
金
保
険
料

　
の
免
除
申
請
を

　
自
分
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
「
第
一
号
保
険
者
」
で
、
失
業

中
や
病
気
、
少
収
入
な
ど
で
、
努

力
し
て
も
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
に
は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
免
除
さ
れ

た
期
間
の
年
金
額
は
三
分
の
一
に

な
り
ま
す
）
。
昨
年
度
免
除
を
認
め

ら
元
だ
人
も
、
引
き
続
き
納
付
が

困
難
で
あ
お
ば
、
改
め
て
手
続
き

を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
詳
し
ぐ
は
福

祉
年
金
課
国
民
年
金
係
（
内
線
３

０
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
包

　
在
宅
老
人

　
家
族
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
1
9
日
出
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
明

星
園
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
：
南
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
制

度
に
つ
い
て
▼
講
師
・
：
高
齢
者
福

祉
課
職
員
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
職
口
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼

送
迎
・
・
・
会
場
へ
の
送
迎
希
望
者
は

事
前
に
同
セ
ン
タ
ー
ー
に
連
絡
し
、

午
後
１
時
4
5
分
に
京
阪
宇
冶
駅
前

集
合
▼
申
し
込
み
：
向
セ
ン
タ
ー

　
（
公
2
3
・
6
1
1
5
）
へ
。

　
宇
治
共
同
作
業
所

　
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
、

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
0
日
㈲
、
正
午

～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
比
ハ

同
作
業
所
（
木
幡
西
浦
3
8
1
9
）
▼

内
容
：
白
川
雑
貨
・
剛
直
品
・
作

業
所
製
品
・
喫
茶
・
古
本
の
各
コ

ー
ナ
ー
▼
問
い
白
わ
せ
＝
・
宇
治
共

同
作
某
所
（
萱
3
2
・
２
０
２
Ｊ
へ
。

物
品
の
提
供
も
お
順
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
川

訂
正
と
お
詫
び

市
政
だ
よ
り
の
K
i
i
c
「
電
話
相

談
い
募
災
」
の
講
師
・
田
中
愈
さ

ん
は
中
山
愈
さ
ん
の
誤
り
で
す
。

召
止
し
、
お
わ
び
し
拿
す
。

国
民
健
康
保
険

半
日
人
間
ド
ッ
ク

第
2
次
募
集

　
3
5
歳
以
上
7
0
歳
未
満
③
妊
娠

　
や
入
院
を
し
て
い
な
い
④
昨

　
年
度
と
今
年
度
に
受
診
し
て

　
い
な
い
。

▽
実
施
期
間
（
健
診
口
～
1
2
川

　
３
日
㈹
～
４
年
３
日
詰
日
吻

▽
定
員
・
：
1
2
月
・
１
月
受
診
分

　
収
人
伺
の
早
期
発
見
、
健
康

管
理
の
た
め
に
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
診
レ
玉
し
ょ
う
。

▽
対
象
…
健
診
時
に
次
の
す
べ

　
て
の
項
目
に
該
当
す
る
人

　
工
ｙ
治
巾
田
民
健
康
保
険
に

　
１
年
以
上
継
続
し
て
加
入
②

全
国
防
犯
運
動
実
施
中
　
1
0
月
2
0
日
ま
で

も
う
一
度
　
キ
ー
抜
き
カ
ギ
か
け
　
再
点
検

福
祉
年
金

学
ぶ

お
知
ら
せ

市役所は

10月12日（土）・26
日（土）は
閉庁します　ご協力をお願

いします

こども手づくり文化祭　

発表
10月13日(日)午前10時～午後４時

文化センター大ホール　入場無料

◎発表の部…ﾘﾄﾐｯｸ､演劇､吹奏楽.ﾐｭｰｼﾞｶﾙなど

◎音楽鑑賞の部…フィルハーモニー室内合奏団、おもし

　ろ音楽列車出発進行！
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年に１度は健康チェック　秋の胃・乳がん検診を実施

初
期
の
段
階
で
は
、
自
党
症
状
の
な
い
。
が
ん
‘
。

早
期
発
見
の
た
め
に
、
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

市
で
は
春
と
秋
の
二
回
ヽ
胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
行
つ
て
い
ま
れ

異
常
が
な
く
て
も
、
ぜ
ひ
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
犬
ｔ

問
い
合
わ
せ
は
高
齢
者
福
祉
課
健
康
管
理
係
（
内
線
３
６
０
）
へ

な
お
、
各
会
場
と
も
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
　
　
｀
’

　
秋
の
胃
が
ん
検
診
を
左
表
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
九
時
～
十
一
時
二
十
分
（
時
間
指

定
１
　
ま
す
）
。
春
に
受
け
卵
れ
な
か
っ

　
胃
が
ん
検
診
の
日
程

た
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
欠

　
ま
た
、
胃
が
ん
検
診
の
会
場
で
、

希
望
者
に
対
し
、
大
腸
が
ん
検
診
も

行
い
未
了
。

会　　　場 日　　　　程

保健医療センター11/19(-W､12/7出･17吹･18ぶ･isね･2溺

六地蔵公会堂 12/10(火)

御蔵山小学校 ii/:8(月)

木幡公民館 11/ 7 (木)･ 20(水).i2/i6(;i)

宇治小学校 11/ 6(水)･21(木)

三室戸集会所 ll/22(金),12/11(水)

城南荘集会所 12/ 6（金）

開公民分館 12/ 4（水）・12（木）

小倉小学校 11/ 8 (金）・20(水）

南小倉小学校 U/5('k)・22(金)、12/ 5 (木)

北小倉小学校 ll/lK月)

伊勢田小学校 11/13(水)

広野公民館 11/21(木).12/3 (火）・9(月）

旦椋公会堂 n/u(火)

横ft小学校 12/2 (月）

　
食
牛
活
の
変
化
に
伴
い
、
大
腸
が

ん
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
ば
早
期
に
は
症
状
が
現

れ
に
万
、
検
診
で
行
之
便
の
潜
血

反
応
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
次
の
ぶ
Ｚ
改
状
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
下
痢
や
便
秘
な
ど
、
便
通
異
常

が
あ
る
▽
排
便
後
も
便
が
残
っ
た
よ

シ
な
感
じ
が
あ
る
▽
痔
以
外
で
出
血

が
あ
る

　
〈
実
施
要
領
〉

　
▼
対
象
：
4
0
歳
以
上
の
市
民
▼
検

診
内
容
…
便
潜
血
反
応
２
回
（
２
日

間
）
▼
申
し
込
み
受
け
付
け
…
胃
が

ん
検
診
実
施
時
に
会
場
で
▼
検
診
料

・
：
1
0
0
0
円
（
免
除
事
項
な
し
）

▼
実
施
主
体
…
宇
治
久
世
医
師
会
▼

問
い
合
わ
せ
…
京
都
が
ん
協
会
（
豊

０
７
５
・
？
―
・
9
1
3
1
）
へ
。

　
秋
の
乳
が
ん
検
診
童
こ
表
の
日
程
１
灯
い

未
了
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
上
二

時
（
時
間
指
定
に
荼
す
）
。

　
乳
が
ん
は
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
は
日
本

の
女
性
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
か
舌
め
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
比
較
的
、
発
見
し

や
す
い
が
ん
で
す
。

　
早
期
発
見
の
た
め
、
三
十
歳
に
な
っ
た
ら

年
に
一
度
は
市
の
検
診
夕
受
け
、
月
に
一
度

は
目
己
検
診
て
る
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
（
自
己
検
診
の
方
法
は
下
を
参
照
）
。

(ll月)乳がん検診の日程(10月)

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 ⑩ ⑩ 13 ⑩ ⑩ 16

17 ⑩ ⑩ 20 ⑥ ⑩ 23

24 25 26 27 28 29 30

B 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 ⑥ ⑩ 23 ⑩ ⑥ 26

27 ⑩ ⑩ 30 ⑩
○印が実施日

胃がん・乳がん
検診の実施要項

月
に
１
度
は
忘
れ
ず
に

会

場

受

診

方

法

申
し
込
み
受
け
付
け

申

し

込

み

検

診

料

検

診

内

容

対

象

／

胃
が
ん
検
診
の
日
程
表
の
と
お
り

し市
でか
指ら，
定送
の付
日す
時る
に受
会診
場票
へに
　必
　要
　事
　項
　を
　記
　入

り10
次月
第11
締日
め溺
切か

り　ら－
　－ヽ
　定
　員

　１
　日
　II
　50
　人

　に
　な

▽が▽
来き郵
庁か送
Ｅ封Ｅ
高書左
齢で記
者　｀の
福高書
祉齢式
課者に
窓福従
口祉っ
へ課て
　へ記
　　入
　　し

　　は

５
０
０
円

一
当
日
会
場
で

免
除
事
項
あ
り

※－

胃
部
レ
ン

|ヽ
ゲ
　ン
　間
　接
　撮
　影

れ40
ま歳
せ以･
ん上－の

　　市
　　民

　　ら
　　春
　　に
　　受
　　け
　　た
　　人
　　は
　　受
　　け
　　ら

胃

が

ん

検

診

保
健
医
療
セ
ン
夕
１

し市
てか
指ら
定送
の付
日す
時る
に受
会診
場票
へに
　必
　要
　事
　項
　を
　記
　入

に10
な月

り11
次日
第圀
締か
めら切－

り定一員

　　１
　　日
　　II
　　１
　　２
　　０
　　人

▽が▽
来き郵
庁か送
　Ｅ封Ｅ
高書左
齢で記
者高の
福齢様
祉者式
課福に
｀窓祉従
口課っ
へへて
　　　記
　　　入
　　　し

　　　は

３
０
０
円

一
当
日
会
場で

免
除
事
項
あ
り

※－

問
診

触
診

視
診

　30
，歳
　以
　上
　の
　女
　性
　－
　市
　民
　に
　限
　.る
　Ｗ

乳

が

ん

検

診

※
検
診
料
免
除
事
項
…
①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
～
6
9
歳
で
医
療
受
給
者
証
を
持
つ
人
③
生
活
保
護
受
綸
者

　
④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
（
免
除
事
項
に
つ
い
て
は
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

乳
が
ん
自
己
チ
ェ
ッ
ク
法

■
月
に
一
度
は
自
己
検
診
を
。

　
＊
生
理
後
一
週
間
目
に
。

　
＊
閉
経
し
た
人
は
日
を
決
め
て
。

‐
小
さ
い
、
痛
み
の
な
い
し
こ
り
は
あ
り

　
ま
せ
ん
か
。

圃
少
し
で
も
異
常
に
気
付
い
た
ら
、
専
門

　
医
（
外
科
）
へ
。

　
　
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
鏡
の
前
に
立
ち
、
腕
を
下
げ
た
姿
勢
と

　
上
げ
た
姿
勢
で
、
正
面
・
側
面
・
斜
め
と

　
写
す
。
左
右
の
形
、
乳
房
の
位
置
、
く
ぽ

　
み
、
ひ
き
つ
れ
、
た
だ
れ
な
ど
な
い
か
。

②
あ
お
向
け
に
寝
て
、
調
べ
る
側
の
肩
の

　
下
に
薄
い
座
布
団
か
敷
く
。
乳
房
の
反

　
対
側
の
手
で
（
モ
男
芦
ろ
え
て
）
、
静

　
か
に
圧
迫
し
な
が
ら
満
遍
な
く
触
れ
る

　
（
こ
の
時
つ
ま
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
）
。
内

側
半
分
は
腕
を
頭
の
後
方
に
上
げ
て
、

外
側
半
分
は
腕
を
目
然
の
位
置
に
下
げ

て
。

③
わ
き
の
下
に
し
こ
ぴ
が
な
い
か
。

１

申込ぱがき(用紙)の書き方

表（あて先）

郵便はがき　　圓圃ﾛ]□□

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所

　
高
齢
者
福
祉
課
行

□

１人・１検診だけ記入してください。

裏（胃がん検診用）

胃がん検診申込書

裏（乳がん検診用）

氏名･,;｡I)ヵ'な)　　　　性別

生年月日　　　　　　年齢

住　　所

電話番号

第1希望　u　日〔会場お〕

第2希望　月　日〔会場名〕

第3希望　月　日〔会場お〕

※一右記の検診料免除事項に

　該当する人はその番号を

　書いてください。

　乳がん検診申込書

氏名(ふり*<な〉

日
日

年齢

月
月

生年月日

住　所

電話番号

第1希望

第2希望

※右記の検診料免除事項に

　該当する人はその番号を

　書いてください。

1314

胃
が
ん
検
診

胃がん検診会場で

大腸かん検診

も受けられます

乳
が
ん
検
診
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